
　

そ
し
て
、
あ
た
り
ま
え
と
思
え
る
日
々

の
暮
ら
し
は
、
実
は
多
く
の
方
々
が
「
あ

た
な
は
大
切
な
人
な
の
で
す
」
と
、
お
互

い
が
心
を
寄
せ
、
尊
重
し
合
い
、
支
え
合

う
こ
と
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
る
と
い

う
こ
と
に
も
改
め
て
気
づ
か
さ
れ
ま
す
。

　

秋
田
県
更
生
保
護
女
性
会
は
、
会
員
同

志
の
絆
を
大
切
に
、
誇
り
を
持
っ
て
活
動

す
る
会
を
目
指
し
て
、
一
歩
一
歩
「
更
生

保
護
の
歩
み
」
を
進
め
て
参
り
ま
す
の
で
、

今
後
と
も
、
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大
で
不
安
な
毎

日
が
長
く
続
い
て
お
り
ま
す
が
、
一
日
も

早
く
日
常
生
活
に
戻
れ
る
日
を
願
っ
て
お

り
ま
す
。

　

さ
て
、
長
き
に
わ
た
り
更
生
保
護
事
業

発
展
に
ご
尽
力
さ
れ
た
太
田
宥
子
会
長
か

ら
、
歴
史
と
伝
統
の
あ
る
バ
ト
ン
を
引
き

継
ぐ
こ
と
に
な
り
、
そ
の
重
責
を
ひ
し
ひ

し
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

私
共
会
員
は
、
常
に
、
心
の
原
点
と
し

て
お
り
ま
す
「
御
歌
」
へ
の
思
い
を
大
切

に
す
る
と
と
も
に
“
青
少
年
に
母
の
愛
を
”

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
、
地
域
の
実
情
に

添
っ
た
活
動
を
心
掛
け
て
参
り
ま
し
た
。

　

今
、
私
た
ち
は
、
多
様
化
し
た
社
会
や
、

早
過
ぎ
る
社
会
変
化
に
戸
惑
い
な
が
ら
も
、

「#

生
き
づ
ら
さ
を
生
き
て
い
く
」
こ
と
に

必
死
で
す
。
社
明
運
動
ポ
ス
タ
ー
に
「
犯

罪
や
非
行
を
防
止
し
て
立
ち
直
り
を
支
え

る
地
域
の
チ
カ
ラ
」
と
あ
り
ま
す
。

　

更
女
会
は
、
地
域
共
生
社
会
の
一
員
と

し
て
、「
広
が
り
つ
な
が
る
更
生
保
護
」
を

目
指
し
た
活
動
に
こ
れ
か
ら
も
力
を
注
ぎ
、

地
域
社
会
の
「
暗
夜
の
一
灯
」
に
な
れ
ま

す
よ
う
努
力
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
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篤
志
者
寄
付
金
の
御
芳
名

〈
研
修
会
の
開
催
〉

　

１
月
26
日
、
ホ
テ

ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン

秋
田
に
て
、
役
職
員

の
見
識
の
向
上
及
び

相
互
の
親
睦
を
深
め

る
た
め
に
研
修
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
講

師
は
、
秋
田
弁
護
士

会
会
長
（
当
時
）
山
本
隆
弘
様
に
よ
る
「
弁

護
士
か
ら
み
た
保
護
司
活
動
」
と
題
し
ま
し

て
ご
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
な
お
、
当

日
は
各
更
生
保
護
団
体
の
長
の
方
々
に
も
ご

出
席
頂
き
、
熱
心
に
耳
を
傾
け
、
質
疑
応
答

で
は
様
々
な
意
見
等
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

３
月
16
日
、
理
事
会
終
了
後
に
、
秋
田

工
業
高
等
専
門
学
校
創
造
シ
ス
テ
ム
工
学

科
／
土
木
・
建
築
系　

准
教
授
増
田
周
平
氏
に

よ
る「
下
水
道
再
生
水
」

を
活
用
し
た
日
本
酒
作

り
」
の
ご
講
演
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。『
酒
ど

こ
ろ
』
秋
田
県
な
ら
で

は
の
取
り
組
み
と
出
席

者
は
関
心
を
寄
せ
て
お

り
ま
し
た
。

★
理
事
の
異
動
（
令
和
４
年
４
月
26
日
）

　

宮
原　

文
彌
（
辞
任
）

★
評
議
員
の
交
代
（
令
和
４
年
６
月
24
日
）

（
新
任
）

　

伊
藤　

妙
子　
　

工
藤
と
し
子

（
辞
任
）

　

太
田　

宥
子
（
令
和
４
年
５
月
17
日
）

　

北
林　

暢
子
（
令
和
４
年
５
月
23
日
）

　

渡
邊
三
千
平
（
令
和
４
年
６
月
１
日
）

更
生
保
護
関
係
団
体
の
動
き

★
理
事
会
・
評
議
員
会
開
催

　

ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
秋
田
に
お
い

て
、
３
月
16
日
及
び
４
月
21
日
に
理
事
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
前
者
で
は
令
和
４
年

度
事
業
計
画
・
収
支
予
算
に
つ
い
て
、
後

者
で
は
令
和
３
年
度
事
業
成
績
・
収
支
決

算
議
案
審
議
さ
れ
、
い
ず
れ
も
全
会
一
致

で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
３
月
９
日
及
び
４
月
27
日
、
評

議
員
会
が
開
催
さ
れ
、
い
ず
れ
の
議
案
も

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

収入の部
科　　　目 予算額 決算額

補助金等収入 190,000 194,000

寄 附 金収入 4,801,000 7,160,000

財 産 収 入 630,000 620,670

会 費 収 入 2,550,000 2,494,000

雑 収 入 49,000 11,320

合 計 8,220,000 10,479,990

令和3年度　秋田県更生保護援護協会収支決算
（令和３年４月１日～令和４年３月31日）

支出の部
科　　　目 予算額 決算額

一時保護事業 458,880 418,095

事 務 費 123,880 117,495

金 品 給与費 200,000 175,600

就 労 援助費 135,000 125,000

連絡助成事業 7,143,740 8,924,042

事 務 費 1,175,740 1,125,641

啓 発 費 650,000 584,600

連 絡 調整費 918,000 1,259,201

助 成 費 4,400,000 5,954,600

管 理 費 598,980 651,370

予 備 費 18,400 0

合　　　　　　　　計 8,220,000 9,993,507

収入総額　10,479,990円　　支出総額　9,993,507円

令
和
４
年
度
事
業
計
画
書
（
抄
）

Ⅰ　

運
営
に
関
す
る
事
項

　

１�　

日
本
一
安
心
・
安
全
な
秋
田
県
を

実
現
す
る
た
め
、
再
犯
防
止
と
更
生

保
護
諸
活
動
の
充
実
発
展
に
寄
与
し
、

県
民
へ
の
更
生
保
護
事
業
の
重
要
性

や
意
義
を
図
る
。

　

２�　

当
法
人
の
経
営
基
盤
の
安
定
と
充

実
を
図
る
た
め
、

役
職
員
の
協
力
を

得
て
、
更
生
保
護

事
業
に
つ
い
て
広

報
・
宣
伝
し
、
理

事
の
補
充
と
篤
志

寄
付
者
及
び
賛
助

会
員
の
発
掘
と
維

持
に
努
め
、
安
定

し
た
財
源
の
確
保

に
努
め
る
。

秋
田
県
更
生
保
護
援
護
協
会

　

宮
原　

文
彌�

様　
　

千
葉　

惠
美�

様

一
金
　
十
万
円

　

(

株)

友
愛
ビ
ル
サ
ー
ビ
ス�

様

　

ユ
ー
ア
イ
警
備
保
障(

株)�

様

　

栁
沢　

和
子�

様　
　

八
島　

國
雄�

様

一
金
　
五
万
円

　

鎌
田　

幸
子�

様　
　

大
村
田　

稔�

様

　

浄
土
宗
保
護
司
会
秋
田
教
区
支
部�

様

一
金
　
三
万
円

　

土
崎
社
明
推
進
委
員
会�

様

　

曹
洞
宗
保
護
司
会
秋
田
県
支
部�

様

＊�

当
協
会
運
営
に
対
し
ま
し
て
ご
寄
付
を
戴

き
ま
し
た
皆
様
、
ま
た
普
通
会
員
・
賛
助

会
員
の
方
々
に
は
、
こ
の
場
を
お
借
り
し

て
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

令
和
３
年
１
月
以
降
に
ご
寄
付
を
寄
せ

ら
れ
た
方
は
、
次
の
と
お
り
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

一
金
　
三
百
万
円

　

(

株)

友
愛
ビ
ル
サ
ー
ビ
ス　

小
畑　
　

悟�

様

　

�

（
更
生
保
護
団
体
へ
指
定
寄
付
）

一
金
　
三
十
万
円

　

秋
田
銀
行�

様

一
金
　
二
十
万
円

　

小
畑　
　

悟�

様　
　

村
岡　

兼
幸�

様

　

沢
木　

則
明�

様　
　

加
賀
谷
文
秋�

様

　

斉
藤　
　

満�

様　
　

辻　
　

良
之�

様

　

小
熊　

良
悦�

様　
　

布
谷　
　

博�

様

　

田
口　

昭
一�

様　
　

大
内　

睦
子�

様

　

和
田　
　

仁�

様　
　

尾
形　

和
雄�

様

　

清
水　

重
輝�

様　
　

田
代　

苑
子�

様

秋　田　更　生　保　護 第 76 号（2）令和 4年 8月 1日



　

小
畑
悟
理
事
長
が
代
表
を
務
め
ま

す
株
式
会
社
友
愛
ビ
ル
サ
ー
ビ
ス
様

が
創
立
40
周
年
を
迎
え
、
そ
の
記
念
事

業
と
い
た
し
ま
し
て
社
会
福
祉
に
寄

与
、
社
会
貢
献
の
一
環
と
い
た
し
ま
し

て
、
更
生
保
護
法
人
秋
田
県
更
生
保
護

援
護
協
会
に
3
0
0
万
円
の
ご
寄
付

が
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ご
寄
付
に
つ
き
ま

し
て
は
、
更
生
保
護
団
体
へ
配
分
（
助

成
）
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
を

こ
の
場
を
お
借
り
し
ま
し
て
ご
報
告

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

現
在
、
秋
田
の
更
生
保
護
と
い
た
し

ま
し
て
、
秋
田
県
保
護
司
会
連
合
会
で

は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
中
で
す
。
完
成

は
10
月
下
旬
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

現
在
、
各
団
体
や
保
護
司
会
・
地
区
更

女
会
雇
用
主
会
に
原
稿
を
依
頼
中
で
す
。

ど
う
ぞ
お
楽
し
み
に
お
待
ち
く
だ
さ
い
。

第
31
回
東
北
地
方
更
生
保
護
大
会

第
55
回
秋
田
県
更
生
保
護
大
会

日
時　

�

令
和
４
年
11
月
11
日
（
金
）

会
場　

あ
き
た
芸
術
劇
場「
ミ
ル
ハ
ス
」

日
程　

講
演　

�

午
後
１
時
～
午
後
２
時

　
　
　

式
典　

�

午
後
２
時
15
分
～
午

後
４
時

　
　
　

講
師　

�

秋
田
工
業
高
等
専
門

学
校
准
教
授
・
博
士

（
工
学
）
増
田
周
平
氏

開
催
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

令
和
４
年
度
事
業
計
画
書
（
抄
）

１　

基
本
計
画

　

当
連
合
会
は
、
秋
田
保
護
観
察
所
の
重

点
事
項
等
に
即
し
て
保
護
観
察
及
び
犯
罪

予
防
活
動
が
効
果
的
に
行
わ
れ
る
よ
う
、

各
地
区
保
護
司
会
と
の
連
携
・
調
整
に
努

め
る
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
更
生
保
護
の
活
動

の
在
り
方
を
模
索
し
、
効
果
的
な
事
業
の

推
進
に
努
め
る
。

２　

重
点
目
標

（
１�

）
若
年
層
を
中
心
と
し
た
保
護
司
適
任

者
の
安
定
的
な
確
保
の
推
進
と
、
保
護

司
活
動
の
一
層
の
充
実
に
向
け
た
対
策

強
化
の
取
組
を
す
べ
く
、
地
域
の
関
係

団
体
等
と
の
連
携
を
密
に
す
る
。

（
２�

）
地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
「
地
方
再

犯
防
止
推
進
計
画
」
の
策
定
及
び
取
り

組
み
に
協
力
し
、
各
団
体
と
の
関
係
を

　

湯
沢
地
区
保
護
司
会
Ｉ
Ｃ
Ｔ
研
修
に
つ
い
て

　

３
年
目
に
入
っ
た
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
６
月

13
日
に
県
保
護
司
会
連
合
会
の
金
山
常
務

理
事
を
講
師
に
「
湯
沢
地
区
保
護
司
会
Ｉ

Ｃ
Ｔ
研
修
」
が
開
催
さ
れ
た
。

　

第
１
期
研
修
も
法
務
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

“
H
＠
（
は
あ
と
）”
に
つ
い
て
の
研
修
で
あ

っ
た
が
県
連
合
会
で
は
“
H
＠
（
は
あ
と
）”

の
使
い
に
く
さ
を
考
慮
し
て
主
に
フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク
を
活
用
し
た
県
連
合
会
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
と
の
連
携
に
つ
い
て
研
修
し
た
。

　

研
修
終
了
後
の
感
想
と
し
て
は
早
速
フ

ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
を
開
設
し
て
い
た
だ
い
た

方
と
「
お
ら
、
さ
っ
ぱ
り
わ
が
ら
ね
～
」

の
両
方
だ
っ
た
。

　

こ
の
コ
ロ
ナ
禍
が
終
息
し
て
も
Ｉ
Ｃ
Ｔ

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
推
進
協
議
会
開
催

　

6
月
28
日
、
秋
田
県
保
護
司
会
連
合
会
で

は
、
サ
ポ
セ
ン
協
議
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
12
地
区
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

と
オ
ン
ラ
イ
ン
（
Z
O
O
M
）
に
よ
り
、

当
連
合
会
が
ホ
ス
ト
と
な
り
、
各
地
区

I
C
T
担
当
保
護
司
と
の
協
議
会
を
行
い

ま
し
た
。

　

新
野
会
長
の
挨
拶
、
山
田
所
長
も
参
加

し
て
い
た
だ
き
、
金
山
常
務
理
事
の
進
行

の
も
と
、
I
C
T
推
進
に
関
わ
る
整
備
環

境
に
つ
い
て
の
情
報
交
換
、
方
策
、
今
後

の
展
望
、
現
在
進
め
て
い
る
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
作
成
に
つ
い
て
の
説
明
や
フ
ェ
イ
ス
ブ

ッ
ク
の
投
稿
の
仕
方
等
の
研
修
を
行
い
ま

し
た
。

　

秋
に
は
、
対
面
で
の
I
C
T
研
修
会
を

開
催
予
定
で
す
。

秋
田
県
保
護
司
会
連
合
会

「ホゴちゃん」
貸し出しします

７月中は、県内各地を回り大忙しでした。
これからも、どんどん全県旅に出たいと
思います。ぜひ呼んで下さい。

★ ★★ ★

強
化
す
る
。

（
３�

）
各
地
区
「
更
生
保
護
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
」
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
（
情
報
通
信
技
術
）

を
促
進
し
、
保
護
司
活
動
の
充
実
を
図

る
。
ま
た
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
の
理
解
を
深
め

る
た
め
の
研
修
会
を
開
催
す
る
。

（
４�

）
通
信
手
段
と
し
て
の
電
子
メ
ー
ル
の

活
用
、
ま
た
、
会
議
に
お
い
て
は
、
対

面
会
議
の
ほ
か
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
を
有

効
に
活
用
す
る
。
ま
た
、
保
護
司
専
用

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
“
Ｈ
＠
（
は
あ
と
）”

の
利
用
を
推
進
す
る
。

化
の
流
れ
は
も
う
変
わ
ら
な
い
と
思
わ
れ

る
が
、
金
山
常
務
理
事
の
「
無
理
を
せ
ず

で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
少
し
ず
つ
」
と
い
う

言
葉
が
心
に
残
っ
た
。�

（
朽
木
）

　

今
後
ま
す
ま
す
秋
田
県
保
護
司
会
連
合
会

で
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
が
推
進
さ
れ
る
と
思
い
ま
す

が
、
皆
様
に
徐
々
に
慣
れ
て
ス
ム
ー
ズ
に
使

い
こ
な
せ
る
よ
う
に
講
習
会
を
開
催
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

協
会
か
ら
の
ご
報
告
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が
っ
た
。
そ
れ
を
食
べ
た
県
外
の
出
身

者
が
、
母
親
に
も
食
べ
さ
せ
た
い
と
退

所
日
に
合
わ
せ
『
じ
ゅ
ん
さ
い
』
を
購

入
し
た
。
夏
場
の
た
め
職
員
が
保
冷
剤

や
バ
ッ
グ
を
用
意
し
、
水
が
漏
れ
な
い

よ
う
準
備
を
手
伝
い
見
送
っ
た
。
無
事
、

母
親
も
秋
田
の
味
を
楽
し
ん
だ
と
、
後

日
、
本
人
か

ら
弾
ん
だ
声

で
報
告
を
受

け
た
。
食
を

通
じ
て
親
を

想
い
、
反
省

と
謝
罪
を
込

め
た
『
じ
ゅ

ん
さ
い
』
が

よ
い
思
い
出

と
な
る
よ
う
、

再
出
発
を
願

わ
ず
に
は
い

ら
れ
な
か
っ

た
。

地
区
更
女
会
の
異
動

　
解
散　

�

西
仙
北
更
生
保
護
女
性
の
会

�

（
令
和
４
年
３
月
31
日
）

　

�

新
設　
河
辺
・
雄
和
地
区
更
生
保
護
女
性
の
会

�

（
令
和
４
年
４
月
１
日
）

東
北
地
方
更
女
保
護
女
性
連
盟
会
長
交
代

�

令
和
４
年
4
月
28
日

　
太
田
宥
子
↓
加
藤
登
美
子

★
薬
物
依
存
回
復
訓
練
に
つ
い
て

　

秋
田
至
仁
会
が
「
薬
物
処
遇
重
点
実
施

施
設
」
と
し
て
平
成
二
十
七
年
に
国
の
指

定
を
受
け
て
か
ら
七
年
が
経
過
し
ま
し
た
。

本
年
七
月
ま
で
に
五
十
二
名
の
方
々
が
至

仁
会
で
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
受
講
し
、
う
ち
半

数
近
く
が
秋
田
市
内
に
退
所
し
ま
し
た
。

そ
の
多
く
は
、
他
県
出
身
な
が
ら
、
地
元

に
戻
る
と
薬
物
使
用
者
か
ら
の
誘
惑
が
あ

る
た
め
、
秋
田
に
定
住
す
る
こ
と
を
選
ん

だ
人
た
ち
で
す
。
慣
れ
な
い
地
で
知
り
合

い
も
ほ
と
ん
ど
い
な
い
中
、
不
自
由
で
あ

っ
て
も
再
犯
し
な
い
こ
と
を
選
ん
だ
方
々

と
言
え
ま
す
。

　

そ
ん
な
方
々
が
互
い
に
励
ま
し
あ
う
場

が
あ
れ
ば
と
考
え
、
今
年
度
か
ら
月
一
回

第
四
日
曜
日
の
午
前
に
薬
物
依
存
回
復
訓

練
と
い
う
枠
組
み
を
利
用
し
て
、
グ
ル
ー

プ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
場
を
提
供
す
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。
五
月
二
十
二
日
に
初
め
て

開
催
し
、
退
所
者
四
名
、
入
所
者
一
名
が

参
加
し
ま
し
た
。
定
期
的
に
開
催
し
、
薬

物
依
存
と
戦
う
方
々
の
憩
い
の
場
と
な
る

よ
う
支
援
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

★
更
女
会
の
調
理
奉
仕
に
つ
い
て

　
「
今
日
の
調
理
奉
仕
は
○
○
地
区
（
○

○
グ
ル
ー
プ
）
で
す
。」
朝
の
職
員
会
議

で
行
事
予
定
を
確
認
す
る
時
、
職
員
も

ど
こ
と
な
く
そ
わ
そ
わ
す
る
月
曜
日
の

朝
の
一
コ
マ
。
そ
う
、
今
日
は
更
生
保

護
女
性
の
会
の
夕
食
調
理
奉
仕
の
日
。

　

当
施
設
の
入
所
者
に
は
、
県
外
の
出
身

者
の
割
合
が
高
く
、
秋
田
の
郷
土
料
理
を

初
め
て
食
べ
る
者
も
多
い
。
新
米
の
季
節

に
は
、
一
早
く
夕
食
に
新
米
を
炊
い
て
い

た
だ
い
て
い
る
。
そ
の
日
の
夕
食
後
は
皆

「
あ
あ
、
美
味
し
か
っ
た
。」
と
笑
顔
で
居

室
へ
戻
っ
て
行
く
。
ま
た
、
地
域
の
特
産

品
を
使
っ
た
料
理
も
並
び
、
職
員
が
食
材

の
紹
介
を
す
る
こ
と
も
あ
る
。

　

以
前
、
創
設
者
川
村
養
助
氏
の
出
身

地
、
山
本
地
区
の
皆
さ
ん
が
来
ら
れ
た

際
、『
じ
ゅ
ん
さ
い
』
が
メ
ニ
ュ
ー
に
上

★
東
北
地
方
Ｂ
Ｂ
Ｓ
連
盟
理
事
会

　

四
月
十
六
日
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
。

菅
原
会
長
が
出
席
し
、
今
年
度
の
事
業
計

画
、予
算
等
に
つ
い
て
協
議
し
た
。
併
せ
て
、

今
年
度
予
定
さ
れ
て
い
る
東
北
大
会
及
び

研
修
会
の
開
催
方
法
等
に
つ
い
て
協
議
が

行
わ
れ
た
。

★�

特
定
非
営
利
活
動
法
人

�
日
本
Ｂ
Ｂ
Ｓ
連
盟
総
会

　

六
月
十
一
、十
二
日
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
書
面
表

会
員
数　
令
和
四
年
四
月
一
日
現
在

�

二
十
四
地
区　
一
六
八
四
人

★
秋
田
県
更
生
保
護
女
性
連
盟
総
会

　

六
月
七
日
、
ア
ト
リ
オ
ン
に
て
秋
田
保

護
観
察
所
長
山
田
通
晴
様
、
保
護
観
察
官

藤
井
正
人
様
、
秋
田
県
保
護
司
連
合
会
長

新
野
建
臣
様
の
ご
臨
席
を
頂
き
、
コ
ロ
ナ

禍
を
考
慮
し
、
各
地
区
会
長
一
名
出
席
で

開
催
致
し
ま
し
た
。
こ
の
度
惜
し
ま
れ
な

が
ら
太
田
宥
子
会
長
が
ご
勇
退
さ
れ
、
新

し
く
齊
藤
正
子
会
長
の
も
と
で
新
年
度
の

ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

　

地
域
共
生
社
会
の
重
要
な
一
員
と
し
て
、

人
と
の
繋
が
り
を
大
切
に
す
る
更
女
会
が

“
ほ
っ
と
け
な
い
”
精
神
で
更
生
保
護
の
心

を
紡
い
で
参
り
ま
す
。

★
五
十
八
回

　
「
日
本
更
生
保
護
女
性
の
集
い
」

　

六
月
二
十
日
、
法
曹
会
館
に
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

次
の
方
々
が
今
年
度
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

・
法
務
大
臣
感
謝
状

　
　
（
天　
　

王
）　

大
渕　

洋
子

　
　
（
二��

ツ��

井
）　

齊
藤　

正
子

　

・
日
本
更
生
保
護
女
性
連
盟
会
長
表
彰

　
　
（
二��

ツ��

井
）　

畠
山
美
紀
子

　
　
（
男　
　

鹿
）　

田
沼　

信
子

　
　
（
由
利
本
荘
）　

佐
藤　

ミ
キ

★
今
後
の
行
事
予
定

　

◎
東
北
地
方
更
生
保
護
女
性
会
員
研
修
会

　
　

九
月
二
十
～
二
十
一
日
（
宮
城
石
巻
）

会
長
交
代
　
令
和
４
年
６
月
７
日

　
太
田
宥
子
↓
齊
藤
正
子

一
筆
啓
上 

そ
の
１

決
と
現
地
開
催
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
型
で
行

わ
れ
た
。
当
県
連
は
書
面
表
決
に
よ
り
参

加
・
意
思
表
示
し
た
。

★
秋
田
県
Ｂ
Ｂ
Ｓ
連
盟
総
会

　

六
月
十
二
日
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
。

今
年
度
の
事
業
計
画
、
予
算
等
に
つ
い
て

協
議
し
た
。
併
せ
て
、
当
連
盟
が
主
管
す

る
今
年
度
の
東
北
大
会
及
び
研
修
会
に
つ

い
て
協
議
が
行
わ
れ
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
一
日

も
早
い
終
息
と
、
会
員

及
び
関
係
機
関
の
皆
様

の
ご
健
康
を
心
よ
り
祈

念
申
し
上
げ
ま
す
。

秋
田
県
更
生
保
護
女
性
連
盟

秋　
田　
至　
仁　
会

秋
田
県
Ｂ
Ｂ
Ｓ
連
盟

夕食調理奉仕に訪れた山本地区の皆さん
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企
画
調
整
課
長

�　

松　

本　

和　

之

　

本
年
４
月
の
人
事

異
動
に
よ
り
、
札
幌

保
護
観
察
所
か
ら
転
任
し
て
参
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
北
海
道
内
の
勤
務
で
あ
り
東
北

管
内
へ
の
異
動
は
初
め
て
で
す
の
で
、
秋

田
県
の
更
生
保
護
関
係
者
の
皆
様
に
は
、

不
慣
れ
で
色
々
と
御
迷
惑
を
お
掛
け
す
る

こ
と
が
多
々
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
微
力

な
が
ら
尽
力
し
て
ま
い
る
所
存
で
す
の
で
、

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

な
お
、
コ
ロ
ナ
禍
で
気
が
滅
入
る
状
況
は

あ
り
ま
す
が
、
皆
様
と
少
し
で
も
多
く
笑

顔
で
お
会
い
で
き
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し

て
お
り
ま
す
。

主
任
保
護
観
察
官

�

森　

内　
　
　

潤

　

平
成
20
年
４
月
に
、

名
古
屋
保
護
観
察
所

に
採
用
さ
れ
２
年
勤

務
し
、そ
の
後
、青
森
保
護
観
察
所
で
４
年
、

鳥
取
保
護
観
察
所
に
３
年
、
山
口
保
護
観

察
所
下
関
駐
在
官
事
務
所
に
１
年
、
青
森

保
護
観
察
所
に
４
年
勤
務
し
、
今
年
度
よ

り
秋
田
保
護
観
察
所
に
勤
務
す
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。
保
護
司
の
皆
さ
ん
に
は
、

い
ろ
い
ろ
ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
こ
と
が

あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
一
生
懸
命
が
ん
ば

り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
い
ろ

い
ろ
ご
指
導
頂
き
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

社
会
復
帰
調
整
官

�

伊　

藤　

和　

美

　

こ
の
春
の
人
事
異

動
に
よ
り
、
盛
岡
保

護
観
察
所
か
ら
転
任
し
て
参
り
ま
し
た
。

出
身
は
秋
田
県
内
で
す
が
、
長
い
こ
と
地

元
を
離
れ
て
お
り
ま
し
た
の
で
、
秋
田
県

で
の
勤
務
は
初
め
て
で
す
。

　

故
郷
で
の
勤
務
は
嬉
し
く
、
折
々
に
懐

か
し
さ
も
感
じ
ま
す
。
一
方
、
地
域
事
情

が
分
か
ら
ず
に
戸
惑
う
こ
と
も
あ
り
、
ま

ず
は
『
平
成
の
大
合
併
』
以
前
の
市
町
村

と
現
在
の
市
町
村
を
す
り
合
わ
せ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　

微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
お
役
に
立
て

ま
す
よ
う
尽
力
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

令
和
４
年
度
の
総
会
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
状
況
等
を
考
慮
し
、一
般
の

会
員
の
皆
様
に
は
書
面
表
決
を
お
願
い
す

る
形
で
、去
る
５
月
31
日
に
開
催
い
た
し
ま

し
た
。

　

今
年
度
の
総
会
で
は
、会
員
体
制
の
改
変

に
つ
い
て
の
議
案
を
提
出
し
、承
認
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

そ
の
内
容
は
、こ
れ
ま
で
当
機
構
の
会
員

と
し
て
入
会
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た

各
地
区
の
協
力
雇
用
主
会（
以
下「
地
区
会
」

と
記
し
ま
す
。）に
つ
い
て
、当
機
構
に
入
会

で
き
る
よ
う
に
改
め
た
も
の
で
す
。
ま
た
、

三
種
会
員
の
皆
様
か
ら
も
、令
和
５
年
度
か

ら
年
会
費
千
円
を
頂
く
こ
と
に
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

な
お
、地
区
会
が
当
機
構
に
入
会
す
る
こ

と
に
伴
い
、地
区
会
に
所
属
す
る
協
力
雇
用

主
の
方
は
、当
機
構
の
会
員
で
は
な
い
場
合

で
も
、当
機
構
の
助
成
等
の
制
度
が
利
用
で

き
る
形
に
し

て
い
ま
す
の

で
、御
安
心
い

た
だ
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、

当
機
構
で
は

昨
年
度
開
始

し
た「
お
試
し

雇
用
」の
活
用

を
、今
年
度
も

積
極
的
に
進

め
て
い
く
予
定
で
す
。
短
期
間
・
短
時
間
の

雇
用（
お
手
伝
い
）で
構
い
ま
せ
ん
の
で
、ぜ

ひ
保
護
観
察
対
象
者
等
に
就
労
の
機
会
を

提
供
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　

役
員
異
動（
７
月
１
日
付
け
）

　
　

退
任　
　

太
田
宥
子（
副
会
長
）

　
　

退
任　
　

栁
沢
和
子（
常
務
理
事
）

　
　

新
任　
　

新
野
建
臣（
常
務
理
事
）

秋
田
県
就
労
支
援
事
業
者
機
構

 

● 

転
入
者
の
あ
い
さ
つ

●
転
　
入

　

秋
田
保
護
観
察
所
企
画
調
整
課
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　

松　

本　

和　

之

�

（
札
幌
観
・
統
括
保
護
観
察
官
）

　

主
任
保
護
観
察
官　

森　

内　
　
　

潤

�

（
青
森
観
・
主
任
保
護
観
察
官
）

　

社
会
復
帰
調
整
官　

伊　

藤　

和　

美
�

（
盛
岡
観
・
社
会
復
帰
調
整
官
）

●
転
　
出

　

企
画
調
整
課
長　

畠　

山　

清　

寿

�

（
福
島
観
・
企
画
調
整
課
長
）

　

主
任
保
護
観
察
官　

馬　

場　

英　

紀

�

（
福
島
保
護
観
察
所
い
わ
き
駐
在
官
事
務
所
）

　

社
会
復
帰
調
整
官　

鈴　

木　

佳　

雄

�

（
盛
岡
観
・
社
会
復
帰
調
整
官
）

秋
田
保
護
観
察
所
人
事
異
動

（
令
和
四
年
四
月
一
日
付
）
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第72回 社会を明るくする運動第72回 社会を明るくする運動
〜 速 報 〜〜 速 報 〜

犯罪や非行を防止し、立ち直りを支える犯罪や非行を防止し、立ち直りを支える

秋田駅広報活動（秋田駅）� 7/1

秋田地区保護司会　観察所へあいさつ�　7/14

３年ぶりの広報活動です

キャラバン隊の皆さん

ホゴちゃんと大館曲げわっぱ太鼓

大臣メッセージ伝達

大館地区保護司会（中央公民館）�7/2

これからホゴちゃんも参加して広報活動です！

秋田〔東〕支部（秋田駅東口）�7/5

ホゴちゃん会長おつかれ様でした。

角館地区保護司会（角館高校）�7/6

秋　田　更　生　保　護 第 76 号（6）令和 4年 8月 1日

モデル地区



未
来
の
主
役
子
ど
も
達
へ
贈
る

　

秋
田
地
区
更
生
保
護
女
性
の
会

 

会
長　

見　

上　

裕　

子

　

大
型
紙
芝
居「
コ
ウ
く
ん
と
き
い
ろ
い

は
ね
」の
制
作
メ
ン
バ
ー
の
中
の
一
人
の

方
が「
更
生
保
護
と
い
う
目
的
を
持
っ

て
、子
供
達
に
関
わ
れ
る
の
は
や
り
が
い

の
あ
る
作
業
で
し
た
」と
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。

　

こ
れ
は
、日
本
更
生
保
護
女
性
連
盟
が

地
域
と
の
連
携
・
協
働
活
動
の
企
画
募

集
へ
当
会
が
応
募
し
て
選
考
さ
れ
て
実

現
し
た
事
業
で
す
。
秋
田
市
立
中
央
図

書
館
が
主
旨
を
理
解
し
て
積
極
的
に
協

力
し
て
く
れ
て
実
行
出
来
た
活
動
で
す
。

図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
創
作
グ
ル
ー
プ

が
年
間
の
テ
ー
マ
に
取
り
上
げ
て
一
年

以
上
か
け
て
作
品
を
仕
上
げ
て
く
れ
ま

し
た
。
途
中
何
度
か
作
業
を
見
さ
せ
て
頂

き
、更
生
保
護
に
つ
い
て
子
供
達
に
伝
わ

る
よ
う
に
真
剣
に
考
え
て
紙
芝
居
作
り

を
進
め
て
い
る
事
に
心
を
打
た
れ
ま
し

た
。

　

今
後
は
仕
上
が
っ
た
大
型
紙
芝
居
他

を
当
会
会
員
が
使
用
し
て
、子
ど
も
達
へ

更
生
保
護
の
大
切
さ
を
伝
え
て
い
き
ま

す
。
そ
の
為
に
は
地
域
の
児
童
館
等
の
受

け
入
れ
先
の
確
保
と
、良
く
伝
わ
る
読
み

方
・
演
じ
方
を
会
員
が
練
習
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
大
型
紙
芝
居
を
中
心
に

子
供
達
と
の
関
わ
り
を
大
事
に
、息
の
長

い
活
動
に
し
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

一
筆
啓
上 

そ
の
２

　

今
般
、
保
護
司
が
地
域
の
関
係
機
関
・
団
体

及
び
民
間
企
業
等
を
対
象
に
保
護
司
活
動
に

つ
い
て
紹
介
す
る
活
動
（
保
護
司
セ
ミ
ナ
ー
）

を
実
施
し
た
場
合
に
、
そ
の
経
費
と
し
て
、
保

護
司
実
費
弁
償
金
（
保
護
司
組
織
活
動
費
）
が

支
給
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
以
下
の
「
保
護
司
セ
ミ

ナ
ー
」
実
施
要
領
に
よ
り
、
秋
田
県
保
護

司
会
連
合
会
が
主
体
と
な
っ
て
実
施
し
ま
す

が
、
各
地
区
保
護
司
会
に
も
当
日
の
説
明
や

受
付
等
の
対
応
を
依
頼
す
る
場
合
も
あ
り
ま

す
。
ま
た
、保
護
観
察
所
に
お
き
ま
し
て
も
、

実
施
対
象
の
確
保
、
実
施
方
法
や
説
明
内

容
、
資
料
の
検
討
等
に
お
け
る
助
言
や
支
援

等
を
行
い
ま
す
の
で
、
同
連
合
会
及
び
各
地

区
保
護
司
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
連
携
し
て

積
極
的
に
実
施
を
御
検
討
し
て
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

「
保
護
司
セ
ミ
ナ
ー
」
実
施
要
領

１　

目
的

　

�　

保
護
司
セ
ミ
ナ
ー
は
、
保
護
司
が
地
域

の
関
係
機
関
・
団
体
、
民
間
企
業
等
に
対

し
保
護
司
活
動
等
に
つ
い
て
紹
介
す
る
こ

と
に
よ
り
、
保
護
司
活
動
に
対
す
る
理
解

と
関
心
を
高
め
、
保
護
司
適
任
者
を
確
保

す
る
間
口
の
拡
大
及
び
そ
れ
ら
団
体
等
の

保
護
司
活
動
へ
の
協
力
を
促
す
こ
と
を
目

的
と
す
る
。

２　

実
施
者

　
　

都
道
府
県
保
護
司
会
連
合
会

⃝
�

保
護
司
セ
ミ
ナ
ー
を
活
用
し
た
保
護

司
適
任
者
確
保
の
推
進
に
つ
い
て

秋
田
保
護
観
察
所

製作スタッフの皆さん

すばらしい紙しばいできました

３　

参
加
者

　
　

地
域
の
関
係
機
関
・
団
体
、
民
間
企
業
等

４　

実
施
方
法
・
内
容

　

�　

参
集
、オ
ン
ラ
イ
ン
又
は
そ
の
併
用
（
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド
型
式
）
に
よ
り
、
保
護
司
制

度
の
概
要
、
保
護
司
の
活
動
状
況
等
を
紹

介
す
る
な
ど
し
て
、
保
護
司
活
動
へ
の
理

解
と
関
心
を
高
め
る
よ
う
努
め
る
も
の
と

す
る
。

５　

保
護
司
実
費
弁
償
金
の
支
給
手
続
等

　

�　

保
護
司
実
費
弁
償
金
支
給
規
則
の
運
用

及
び
運
用
細
則
に
よ
り
支
給
さ
れ
ま
す
。

６　

留
意
事
項

（
１
）�　　

保
護
司
セ
ミ
ナ
ー
と
し
て
保
護

司
実
費
弁
償
金
の
支
給
対
象
と
な
る

の
は
、
都
道
府
県
保
護
司
会
連
合
会

が
主
催
し
た
行
事
の
み
と
な
り
ま
す
。

（
２
）�　

保
護
司
セ
ミ
ナ
ー
と
し
て
保
護
司

実
費
弁
償
金
の
支
給
対
象
と
な
る
の

は
、
行
事
の
開
催
当
日
の
活
動
の
み

で
あ
り
、
そ
れ
ら
の
準
備
の
た
め
の

打
合
せ
（
会
議
）
等
は
支
給
対
象
に

含
ま
れ
ま
せ
ん
。

（
３
）�　

異
な
る
目
的
・
趣
旨
の
下
に
既
に

予
定
さ
れ
て
い
る
会
議
や
研
修
、
イ

ベ
ン
ト
等
は
、
保
護
司
セ
ミ
ナ
ー
と

し
て
は
実
費
弁
償
金
の
支
給
対
象
と

な
り
ま
せ
ん
（
例
え
ば
、“
社
会
を
明

る
く
す
る
運
動
”
の
行
事
と
し
て
実

施
を
予
定
し
て
い
る
講
演
会
等
）。

（
４
）�　

参
加
者
の
関
心
分
野
や
更
生
保
護

に
対
す
る
知
識
・
経
験
を
考
慮
し
、

説
明
す
る
内
容
や
紹
介
す
る
活
動
事

例
を
選
定
願
い
ま
す
。

【
問
合
先
】�

秋
田
保
護
観
察
所　

�

企
画
調
整
課
（
担
当
：
松
本
）
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栄
誉
に
輝
く

　叙
勲
・
褒
章

春
の
叙
勲
・
褒
章

（
令
和
四
年
四
月
二
十
九
日
）

　
令
和
四
年
度
春
の
叙
勲
及
び
褒

章
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
方
々
は
次

の
と
お
り
で
す
。

　
永
年
の
御
功
労
・
御
功
績
に
よ

り
受
章
さ
れ
ま
し
た
皆
様
に
心
か

ら
お
祝
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

（
敬
称
略
）

　

藍
　

綬
　

褒
　

章
　（
更
生
保
護
功
績
）

佐　

藤　

善　

清

（
秋
田
保
護
区
）

　

端
宝
双
光
章
　（
更
生
保
護
功
労
）

千　

葉　

惠　

美

（
秋
田
保
護
区
）

依
願
解
嘱�

（
敬
称
略
）

（
令
和
４
年
３
月
31
日
付
）

髙　

橋　
　
　

譲
（
湯　
　
　

沢
）

（
令
和
４
年
５
月
31
日
付
）

鈴　

木　

邦　

子
（
秋
田〔
中
央
〕）

任
期
満
了
（
令
和
４
年
６
月
30
日
付
）

　

次
の
方
々
が
保
護
司
を
退
任
さ
れ
ま
し

た
。
長
年
の
御
尽
力
に
対
し
感
謝
を
申
し

上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
今
後
の
御
健
勝
を

祈
念
し
ま
す
。�
（
敬
称
略
）

川　

上　

隆　

司
（
秋
田〔
東
〕）

栁　

沢　

和　

子
（
秋
田〔
中
央
〕）

岸　

本　

み
さ
を
（
秋
田〔
中
央
〕）

伊　

藤　
　
　

隆
（
秋
田〔
臨
港
〕）

鎌　

田　

幸　

子
（
潟�

上�

湖�

東
）

大
村
田　
　
　

稔
（
潟�

上�

湖�

東
）

渡　

邊　

三
千
平
（
大　
　
　

館
）

川　

又　

久　

弥
（
鹿　
　
　

角
）

土　

田　

年　

子
（
本　
　
　

荘
）

新
　
　
任
（
令
和
４
年
７
月
１
日
付
）

　

次
の
方
々
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。
今
後
の
御
活
躍
に

期
待
し
ま
す
。�

（
敬
称
略
）

木　

元　

美　

香
（
秋
田〔
東
〕）

鈴　

木　

慶　

道
（
秋
田〔
中
央
〕）

磯　

崎　

京　

子
（
秋
田〔
臨
港
〕）

大　

田　
　
　

忠
（
秋
田〔
臨
港
〕）

保　

坂　
　
　

一
（
秋
田〔
臨
港
〕）

松　

田　

鉱
太
郎
（
秋
田〔
臨
港
〕）

金　
　
　

泰　

希
（
男　
　
　

鹿
）

東
海
林　

優　

子
（
男　
　
　

鹿
）

小
田
嶋　

美　

幸
（
大　
　
　

館
）

工　

藤　

英　

子
（
大　
　
　

館
）

小
笠
原　

頼　

子
（
北　

秋　

田
）

山　

田　

俊　

逸
（
北　

秋　

田
）

栗　

山　

晃　

昇
（
湯　
　
　

沢
）

佐　

藤　

久
美
子
（
大　
　
　

曲
）

高　

橋　
　
　

修
（
大　
　
　

曲
）

杉　

澤　
　
　

衛
（
大　
　
　

曲
）

保
護
司
の
異
動

　

編
集
委
員

　
　
　

加
賀
谷
文
秋
（
編
集
委
員
長
）

　
　
　

金
山　

智
紀　
　

伊
藤　

妙
子

　
　
　

長
谷
部
次
子　
　

松
本　

和
之

　
　
　

藤
井　

正
人　
　

菊
地　

皆
美

編
集
後
記

　

暑
中
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
盛
夏

の
時
期
と
な
り
ま
し
た
。
今
年
も
猛
暑
と

な
る
の
で
し
ょ
う
か
。
実
際
、
昔
に
比
べ
れ

ば
夏
が
暑
く
な
っ
て
き
て
い
る
の
は
確
か
の

よ
う
で
す
。
こ
の
暑
さ
が
毎
年
の
夏
の
日

常
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
日
常
と
い
え

ば
、
コ
ロ
ナ
感
染
が
仲
々
収
ま
ら
ず
、
果

た
し
て
コ
ロ
ナ
以
前
の
生
活
に
い
つ
戻
れ
る

の
か
。
あ
の
頃
の
生
活
が
本
当
に
懐
か
し

い
で
す
。
マ
ス
ク
生
活
が
日
常
と
な
る
の
は

勘
弁
し
て
も
ら
い
た
い
も
の
で
す
。

�

編
集
長　

加
賀
谷　

文
秋

��

叙
　
勲

お
く
や
み

櫻
田　

元
宏
（
秋
田
地
区
）

�

令
和
４
年
１
月
７
日
享
年
75

石
垣　

秀
夫
（
湯
沢
地
区
）

�

令
和
４
年
6
月
16
日
享
年
75

柿
崎　

信
雄
（
湯
沢
地
区
）

�

令
和
４
年
6
月
30
日
享
年
62

櫻
田
元
宏
編
集
長
が

ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

謹
ん
で
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
。

�

更
生
保
護
以
外
の
功
労
・
功
績

　
旭
日
単
光
章
（
選
挙
管
理
事
務
功
労
）

　

佐
藤　

慎
子�

（
湯
沢
保
護
区
・
元
保
護
司
）

　
旭
日
単
光
章
（
消
防
功
労
）

　

小
野　

甚
左
衛
門�（
秋
田
保
護
区
・
元
保
護
司
）

��

叙
　
位

　
従
六
位
（
令
和
３
年
12
月
19
日
付
）

　

池
田　

和
男�

（
元
能
代
地
区
保
護
司
）
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